
安芸市 「元気風呂」再整備に係 るサウンディング型市場調査

実施公告

安芸市 「元気風呂」再整備 に係るサ ウンデ ィング型市場調査を行 うので、次のとお り公告す る。
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1業 務 の概要

安芸市では、安芸市健康ふれ あいセンター(元 気風呂)の 今後の再整備 に向けて、民間事

業者 の皆様 との対話を通 じ、事業の実現可能性、導入機能、事業ス キーム及 び官民の役割分

担 な どを把握す るため、サ ウンデ ィング型市場調査 を実施す る。

本施設 は老朽化が進み、現在は営業 を停止 している状況にあ る。一方で、市街地に隣接 し、

広い駐車場 を有す るな ど利便 性の高い立地条件を備 えていることか ら、今後 の利活用のあ り

方について、民間活力 の導入可能性を含めて検討 を進 めている。

今 回の調査は、温浴機能の継続に限 らず、健康増進、交流、多世代利用 、飲食、物販等の

複合機能の導入や、用途転換、跡地活用を含 めた幅広い可能性 について、民間事業者か ら意

見や提案 を聞き、今後の事業化検討 に活用す ることを 目的 とする。

2施 設名称

元気風 呂 安芸市健康ふれあいセンター 「元気館」南館

3調 査の目的

本調査は、次に掲げる事項の把握を目的として実施する。

① 元気風呂の再整備に係る民間事業者の参入意向

② 想定される導入機能及び施設活用の方向性

③ 望ましい事業スキーム及び官民の役割分担

④ 事業化に当たって必要となる条件、課題及び留意点

4対 話内容

本調査では、主に次の事項について対話を行 う。

① 再整備の方向性に関すること

② 導入機能に関すること

③ 事業方式及び事業スキームに関すること

④ 管理運営方法に関すること

⑤ 官民の役割分担に関すること

⑥ 事業成立に必要な条件に関すること

⑦ 改修、用途転換又は跡地活用の可能性に関すること



5-1参 加者 の資格

参加者の資格要件は下記の(1)～(6)の 全 てを満たす者 とする。

(1)参 加 申込書の提出時点において、本市の入札参加資格者名簿(指 名業者登録名簿)

に登録 されてい る者であること又は現 に登録がない者で、参加 申込書の提 出時点に

おいて入札参加資格者名簿登録の申請 中であること。

(2)地 方 自治法施行令(昭 和22年 政令第16号)第167条 の4の 規定に該 当 しない者であ

ること。

(3)公 募開始の 日か ら契約締結 日までの間のいずれの 日も、国、高知県、安芸市及び

他の地方公共団体のいずれか らも指名停止等の措置を受けていない こと。

(4)公 募 開始の 日か ら契約締結 日までの間のいずれの 日も、安芸市の事務及び事業に

おける暴力団の排除 に関す る規則(平 成25年 規則第1号)に 基づ く入札参加資格指

名停止措置を受けていない こと又は同規則第2条 第2項 第5号 に掲げ る排除措置対象

者に該当 しないこ と。

(5)法 人格を有す る団体であ り、直近年度の国税(法 人税及び消費税)、 都道府県税

(事業税及び都道府 県税)、 市町村税を滞納 していない者であるこ と。

(6)会 社更生法(平 成14年 法律第154号)に 基づ く更生手続開始の申立て又は民事再生

法(平 成11年 法律第225号)に 基づ く再生手続開始の申立てを している者 でない こ

と。

5-2参 加対象者

本調査に参加できる者 は、元気風 呂の再整 備、管理運営、企画提案 、施設活用等 に関

心 を有す る法人 とす る。

6本 調査のスケジュール は、概ね次のとお りとす る。

項 目 時期

実施要領の公表 令和8年10月2日(金)

現地見学会申込期限 令和8年10月9日(金)

現地見学会の実施 令和8年10月14日(水)午 前

令和8年10月15日(木)午 後

質疑締め切り 令和8年10月19日(月)

質疑回答 令和8年10月21日(水)

対話エン トリー期限 令和8年10月23日(金)

対話の実施 日 令 和8年10月29日(木)、30日(金)

結果概要の公表 令 和9年1,月 頃

7参 加 を希 望す る事 業者 は、実施 要領 を確認 の上 、所 定 の参加 申込書類 を安 芸 市健 康 介護課 健

康ふ れ あい係 ま で電子 メール に よ り、 申 し込 みす るこ と。

(1)提 出方 法:メ ール　(fureai@city.　 aki,　lg,　jp)

(2)提 出先:〒784-8501安 芸市 土居82番 地1

安芸市健康介護課健康ふれ あい係(担 当:岡 村 ・小松)



8留 意事項

本調査への参加に当たっては、次の事項に留意する。

① 本調査への参加に要する費用は、参加事業者の負担とする。

② 本調査への参加実績は、今後予定される事業者公募等における評価の対象とはしない。

③ 対話は参加事業者のアイデア及びノウハウの保護に配慮し、個別に実施する。

④ 対話内容は、今後の検討の参考とするが、必ずしも事業条件等に反映されるものではな

い 。

⑤ 公表に当たっては、参加事業者名及び知的財産に関する内容に配慮し、必要に応じて事

前確認を行 う。

⑥ 必要に応じて、追加の対話又は資料提出をお願いする場合がある。


